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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年3月19日(2015.3.19)

【公開番号】特開2013-16459(P2013-16459A)
【公開日】平成25年1月24日(2013.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2013-004
【出願番号】特願2012-29679(P2012-29679)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４１８　
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｆ２１Ｙ  101:02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月30日(2015.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溝を有する導光板と、
　前記導光板の溝に配置された光源モジュールと、
　前記導光板の溝の側面から前記光源モジュールの方向に突出し、前記光源モジュールで
生成された光を前記導光板に導く突出部と
を備えるディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記突出部は、前記光源モジュールに面する第１側面と、前記溝の側面に面する第２側
面とを有し、前記第１側面の面積は前記第２側面の面積よりも小さい、請求項１に記載の
ディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記突出部の第１側面の高さと前記第２側面の高さの比は１：１～３である、請求項２
に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記突出部の第１側面の高さは、前記光源モジュールの光源の高さよりも高い、請求項
２又は３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記突出部の第１側面の高さと前記光源モジュールの光源の高さは互いに同一である、
請求項２に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記突出部の第１側面は前記光源モジュールの光源から離隔する、請求項２乃至５のい
ずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記突出部の第１側面は前記光源モジュールの光源に接触する、請求項２乃至５のいず
れかに記載のディスプレイ装置。
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【請求項８】
　前記突出部の第２側面の高さと前記導光板の溝の高さとの比は１：１～３である、請求
項２に記載のディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記導光板及び突出部は互いに同一の物質で構成されている、請求項１に記載のディス
プレイ装置。
【請求項１０】
　前記導光板及び突出部は、互いに異なる物質で構成されている、請求項１に記載のディ
スプレイ装置。
【請求項１１】
　前記光源モジュールは光源の配列された基板を備え、前記基板は、前記突出部の下部面
に配置されている、請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記導光板及び突出部は、ＰＭＭＡ（Ｐｏｌｙｍｅｔｈｙｌｍｅｔｈａｃｒｙｌａｔｅ
）、ＰＥＴ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅｔｅｒｅｐｈｔｈｌａｔｅ）、ＣＯＣ（Ｃｙｃｌ
ｉｃ　Ｏｌｅｆｉｎ　Ｃｏｐｏｌｙｍｅｒｓ）、ＰＥＮ（ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅｎａ
ｐｈｔｈａｌａｔｅ）、ＰＣ（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ＰＳ（Ｐｏｌｙｓｔｙｒ
ｅｎｅ）、ＭＳ（Ｍａｔｈａｃｙｌａｔｅ　ｓｔｙｒｅｎｅ）のいずれか１つからなる、
請求項１乃至１１のいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記突出部は、前記溝の側面から前記光源モジュールの方向に１～１０ｍｍ長さだけ突
出する、請求項１乃至１１のいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記突出部の長さは、前記光源モジュールの光源間の距離が小さいほど減少し、前記光
源モジュールの光源間の距離が大きいほど増加する、請求項１３に記載のディスプレイ装
置。
【請求項１５】
　前記突出部の上部面及び下部面の少なくとも一方は、前記溝の側面に垂直な平面である
、または、前記溝の側面に対して所定角度で傾斜した傾斜面である、請求項１乃至１１の
いずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記突出部の上部面及び下部面は互いに平行である、請求項１乃至１１のいずれかに記
載のディスプレイ装置。
【請求項１７】
　前記導光板の溝の高さと前記導光板の厚さとの比は０．３～０．９：１である、請求項
１乃至１１のいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１８】
　前記突出部の上部面または前記導光板の溝の内面のうちの少なくとも一方に第２リフレ
クタが配置されている、請求項１乃至１１のいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項１９】
　前記第２リフレクタは凹凸パターンを有する、請求項１８に記載のディスプレイ装置。
【請求項２０】
　前記突出部の上部面は、水平面に対して第１角度で傾斜し、前記突出部の下部面は、水
平面に対して第２角度で傾斜し、前記第１角度及び第２角度は互いに異なる、請求項１乃
至６のいずれかに記載のディスプレイ装置。
【請求項２１】
　前記第１角度は前記第２角度よりも大きい、請求項２０に記載のディスプレイ装置。
【請求項２２】
　前記導光板の溝内に配置され、前記光源モジュールを固定するストッパーをさらに備え
る、請求項１に記載のディスプレイ装置。
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【請求項２３】
　前記光源モジュールは、
　前記導光板と第１方向に向かい合う上面を有する基板と、
　前記基板の上面上に配置された少なくとも一つの光源と、
を備える、請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項２４】
　前記突出部は、前記第１方向と垂直な第２方向に突出している、請求項２３に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項２５】
　前記基板の上面上に配置された第１リフレクタをさらに備える、請求項２３に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項２６】
　前記第１リフレクタは凹凸パターンを有する、請求項２５に記載のディスプレイ装置。
【請求項２７】
　前記突出部の長さは、前記導光板の第１方向に配置された第１側面と第２側面との間の
第１距離であり、
　前記光源モジュールは、前記導光板の第２方向に配置された複数の光源を備えており、
隣接した前記光源間の第２距離を有し、
　前記突出部の長さは、前記第２距離が小さいほど短くなっており、第２距離が大きいほ
ど長くなっている、請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項２８】
　前記突出部の前記第１及び第２側面間の前記第１距離は、前記隣接した光源間の第２距
離と異なる、請求項２７に記載のディスプレイ装置。
【請求項２９】
　ディスプレイパネルをさらに備える、請求項１乃至２８のいずれかに記載のディスプレ
イ装置。
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